
　

12
月
25
日
、
兵
庫
県
石
油
商
業

組
合
但
馬
支
部
豊
岡
市
ブ
ロ
ッ
ク

（
会
員
23
社
）と
市
が
、
災
害
時
に

お
け
る
燃
料
等
の
優
先
供
給
等
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、

災
害
時
な
ど
に
市
が
実
施
す
る
災

害
対
策
業
務
に
用
い
る
車
両
や
機

器
等
、避
難
所
や
庁
舎
な
ど
の
施
設

へ
の
燃
料
供
給
、市
が
指
定
す
る
場

所
へ
の
燃
料
搬
送
、
さ
ら
に
は
他

の
市
町
村
へ
の
応
援
な
ど
に
係
る

燃
料
等
の
供
給
に
つ
い
て
、
可
能

な
範
囲
で
市
へ
優
先
的
に
供
給
す

る
こ
と
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。 　

市
役
所
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
樫
本
博
光
さ

ん
を
は
じ
め
、
兵
庫
県
石
油
商
業

組
合
但
馬
支
部
長
の
小
谷
一
弘
さ

ん
な
ど
４
人
が
出
席
。
中
貝
市
長

と
樫
本
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
協
定
書
に

調
印
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
燃
料
等
の
優
先
供
給
等
に
関
す
る
協
定
を

兵
庫
県
石
油
商
業
組
合
但
馬
支
部
豊
岡
市
ブ
ロ
ッ
ク
と
締
結

　

市
民
に
気
象
・
災
害
情
報
等
に

関
す
る
基
礎
知
識
の
習
得
や
災

害
時
の
具
体
的
行
動
な
ど
を
体
系

的
に
身
に
付
け
て
も
ら
う
た
め
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
市
民
向
け

防
災
学
習
会
を
全
4
回
実
施
し
ま

す
。

　

12
月
15
日
、
第
1
回
市
民
防
災

学
習
会
を
、
神
戸
海
洋
気
象
台
水

害
対
策
気
象
官
の
赤
松
光
夫
さ
ん

と
政
策
研
究
大
学
院
大
学
特
任
教

授　

池
谷　

浩
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
じ
ば
さ
ん
但
馬
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
第
2
回
市
民
防
災
学
習

会
を
1
月
27
日
に
、
第
3
回
は
2

月
17
日
、
第
4
回
は
3
月
2
日
に

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

全
4
回
受
講
し
た
方
に
は
、「
講

座
修
了
証
」を
交
付
し
ま
す
。

〜
個
々
の
災
害
対
応
能
力
を
高
め
る
た
め
に
〜

市
民
防
災
学
習
会
開
催

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
多
様

化
を
促
進
す
る
た
め
に
整
備
し
て

い
た
第
1
期
大
規
模
太
陽
光
発
電

事
業「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
・
山
宮

地
場
ソ
ー
ラ
ー
」が
完
成
し
、
12

月
16
日
、
日
高
町
山
宮
で
竣
工
式

を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
株
式
会
社

カ
ネ
カ
代
表
取
締
役
社
長　

菅す
が

原わ
ら

公き
み

一か
ず

さ
ん
と
中
貝
市
長
が
発
電
開

始
ボ
タ
ン
を
押
し
、
太
陽
光
発
電

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
山
宮
区
の
皆
さ

ん
が
餅
つ
き
を
行
い
、
式
典
終
了

後
に
ぜ
ん
ざ
い
に
し
て
振
る
舞
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
市
民
見
学
会
を
開

催
し
、
多
く
の
見
学
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
見
学
会
で
は
、
通
常

入
る
こ
と
の
で
き
な
い
発
電
所
内

に
入
っ
て
、
高
さ
3
メ
ー
ト
ル
の

特
設
展
望
台
か
ら
、5
9
2
2
枚

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
発
電
所
内
に
入
っ
て

見
学
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

隣
接
す
る
P
R
館
で
発
電
状
況
な

ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

第
1
期
事
業
の
想
定
年
間
発

電
量
は
一
般
家
庭
約
2
0
0
軒
分
、

売
電
収
入
は
20
年
間
で
5
億
2
千 

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
市
で

は
、
引
き
続
き
、
第
2
期
大
規
模

太
陽
光
発
電
事
業
を
進
め
ま
す
。

〜
環
境
都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」の
シ
ン
ボ
ル
〜

「
山
宮
地
場
ソ
ー
ラ
ー
」が
竣
工

▲協定書を交わす中貝市長（中
央）と樫本さん（左から２人
目）ほか組合員の皆さん

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
12
月
】

14
日
・
韓
国
の
大
学
生
等
環
境
学

習
で
来
訪

15
日
・
市
民
防
災
学
習
会（
1
月

27
日
、
2
月
17
日
、
3
月

　
　
　

2
日
）

16
日
・
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
・
山
宮

地
場
ソ
ー
ラ
ー（
第
1
期

事
業
）竣
工
式
、
市
民
見

学
会

25
日
・
災
害
時
の
燃
料
等
優
先
供

給
等
の
協
定
を
県
石
油
商

業
組
合
但
馬
支
部
豊
岡
市

ブ
ロ
ッ
ク
と
締
結

　
　

・
新
潟
県
三
条
市
で
暮
ら
す

被
災
者
に「
お
正
月
産
品
」

発
送

28
日
・
市
役
所
仕
事
納
め
式

【
1
月
】

3
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
新
春

　
　
　

特
別
開
館（
〜
4
日
）

4
日
・
市
役
所
仕
事
始
め
式

　
　

・
豊
岡
市
賀
詞
交
換
会

6
日
・
豊
岡
市
各
消
防
団
出
初
式

　
　
　
（
豊
岡
・
城
崎
・
竹
野
・

但
東
、
13
日
・
出
石
）

8
日
・
N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

　
　
　

ク
ラ
ブ
事
務
所
開
き

12
日
・
豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
出

初
式

13
日
・
豊
岡
市
成
人
式

▲発電開始ボタンを押す
㈱カネカ菅原社長（左）
と中貝市長（右）

▲にぎわう市民見学会
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市
役
所
の
新
庁
舎
は
、
今
年
7

月
末
に
完
成
し
ま
す
。
議
会
は
そ

れ
ま
で
、
ア
イ
テ
ィ
・
豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
の
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

議
会
と
い
う
の
は
、
と
き
に
議

員
と
当
局
が
激
高
し
て
、
怒
鳴
り

合
い
の
よ
う
な
議
論
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
私
も
た
ま
に
、
い

え
時
々
言
い
過
ぎ
て
、
後
で
問
題

部
分
を
会
議
録
か
ら
削
除
す
る
よ

う
議
長
に
願
い
出
た
り
し
ま
す
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
に
は
、
ホ
ー
ル
の

ほ
か
に
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
も

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
小
学
生
未

満
な
ら
保
護
者
同
伴
で
誰
で
も
自

由
に
使
え
る
フ
ロ
ア
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
イ
テ
ィ
の
駐
車
場
と
7
階
を

管
理
す
る
会
社（
市
が
大
株
主
）が

破
綻
寸
前
に
な
っ
た
時
、
7
階
フ

ロ
ア
を
市
が
買
い
取
っ
て
、
現
在

の
市
民
プ
ラ
ザ
に
し
ま
し
た
。
会

社
は
黒
字
経
営
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
議
論
で
カ
ッ
カ
し
た
議

員
や
市
長
は
、
休
憩
に
入
っ
て
議

場
の
扉
を
開
け
て
外
に
出
る
と
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
走
り
回
る

姿
を
目
に
し
ま
す
。
そ
の
瞬
間
、

大
魔
神（
分
か
り
ま
す
?
）の
よ
う

な
顔
は
、
見
る
見
る
仏
様
の
よ
う

な
顔
に
変
わ
り
ま
す
。
自
分
の
孫

の
姿
で
も
見
つ
け
た
日
に
は
、
そ

れ
は
も
う
生
チ
ョ
コ
に
で
も
な
っ

た
よ
う
に
溶
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
中
の
暫
定
措
置
と

は
い
え
、
こ
の
配
置
は
絶
妙
で
し

た
。
と
げ
だ
っ
た
心
を
丸
く
す
る

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
一
体
誰
の
た
め
に
働
い
て
い
る

の
か
、
そ
れ
を
直
感
的
に
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

合
併
し
て
職
員
が
減
り
、
議
員

の
姿
が
消
え
閑
散
と
し
た
旧
町
役

場
に
、
図
書
館
の
分
館
や
子
育
て

セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
た
と
き
も
、

同
じ
よ
う
な
効
果
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
声

が
響
き
渡
る
庁
舎
。

　

新
庁
舎
は
、
前
庭
が
芝
生
広
場

に
な
り
ま
す
。
以
前
は
、
本
庁
舎

2
階
に
あ
っ
た
市
長
室
か
ら
外
を

見
る
と
、
駐
車
場
で
し
た
。
そ
こ

で
、
車
に
は
新
庁
舎
裏
側
に
回
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

晴
れ
た
日
、
広
場
を
子
ど
も
た

ち
が
転
げ
回
り
、
歓
声
が
響
き
渡

る
。
職
員
は
自
答
し
な
が
ら
仕
事

を
続
け
る
。
私
た
ち
は
、
一
体
誰

の
た
め
に
働
い
て
い
る
の
だ
?

　

市
は
、
環
境
経
済
事
業（
環
境

を
良
く
す
る
事
業
活
動
で
利
益
が

生
ま
れ
る
も
の
）を
さ
ら
に
推
進

す
る
た
め
、
平
成
24
年
11
月
か
ら

環
境
経
済
事
業
の
認
定
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

市
内
の
金
融
機
関
、
豊
岡
商
工

会
議
所
、
豊
岡
市
商
工
会
、
お
よ

び
市
は
、
環
境
経
済
認
定
事
業
を

重
点
的
に
支
援
す
る
た
め
、「
豊
岡

市
環
境
経
済
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
※
注
）」

を
設
立
す
る
こ
と
を
決
め
、
1
月

10
日
に
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
組
織
で
は
、
環
境
経
済
事

業
認
定
を
受
け
た
企
業
と
構
成
団

体
が
定
期
的
に
集
ま
り
、①
現
状
・

将
来
像
・
課
題
等
の
情
報
共
有
②

分
析
、
助
言
③
事
業
計
画
、
支
援

策
の
検
討

－

を
行
い
ま
す
。

※
注 
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
…
事
業
立
ち

上
が
り
期
の
共
同
支
援
組
織

　

新
潟
県
三
条
市
に
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
福
島
県
南

相
馬
市
な
ど
の
方
が
数
多
く
お
ら

れ
、
今
な
お
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
三

条
市
で
暮
ら
す
被
災
者
の
皆
さ
ん

に
対
し
て「
豊
岡
か
ら
応
援
す
る

心
」を
届
け
る
こ
と
に
し
、
市
内

事
業
者
に
協
力
を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
下
記
の
産
品
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

豊
岡
か
ら
の
心
ば
か
り
の「
お

正
月
産
品
」と
し
て
、
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
入
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
同
封
し
、

12
月
25
日
に
発
送
し
ま
し
た（
ヤ

マ
ト
運
輸
㈱
が
特
別
料
金
で
配
送

協
力
）。

　

三
条

市
の
協

力
で
、

27
日
に

被
災
家

庭
に
届

け
ら
れ

ま
し
た
。

〜
福
島
県
の
被
災
地
か
ら
新
潟
県
三
条
市
に
避
難
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
〜

「
お
正
月
産
品
」の
贈
り
物
を
発
送

〜
豊
岡
市
環
境
経
済
認
定
事
業
を
共
同
支
援
〜

豊
岡
市
環
境
経
済
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
設
立

産　　品 提供者等
大根

豊岡市土地改良
協議会

白菜
菊菜
ホウレンソウ
キャベツ
餅（１キロ入り）
ニンジン ㈱Ｔｅａｍｓ
かまぼこ（鴻のとりの翔） 二方蒲鉾㈱ちくわ（城崎ちくわ）
干支の置物 豊岡市購入ラスク（10枚入り）

子
ど
も
の
館

63

▲豊岡市環境経済インキュベーションパート
ナーシップ設立総会の様子

▲送った「お正月産品」

《「お正月産品」の贈り物　各90セット》
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